令和２年度　高齢利用者支援委員会について（報告）

ひまわり園　施設長　水城淳一郎

　高齢利用者支援委員会は、福岡市手をつなぐ育成会の施設、事業所の中で生活介護事業のある、ひまわり園、福岡ひまわりの里、ひまわりパーク上牟田と、グループホーム早良ひまわりハウスの職員代表のメンバーで構成され、平成２８年度から活動を行っています。
今年度は、各施設、事業所での事例検討や情報交換、専門機関出版の情報誌等による勉強会、研修などを、コロナ禍のため、web会議システムを使ったリモートで計８回、実施いたしました。
事例検討では、高齢利用者の日中活動の実践とグループホーム等での生活場面のことがあがり、支援が継続して実施できるよう情報共有を図りました。情報交換では、咀嚼・嚥下機能向上になる体操の取り組みが出され、参考とした事業所がありました。また、コロナ禍での支援の在り方についても、具体的な実施方法をあげ、それぞれの事業所で生かされるよう意見を出し合いました。
研修では、オンデマンド配信による国立のぞみの園主催の「認知症を発症した知的障害者への支援について考える」で、行動・心理症状に着目した認知症ケア、認知症支援と研究の現状、国立のぞみの園での実践等を受講しました。その中の、身体機能や意欲の低下のある高齢知的障がい者を対象にした「ライフストーリーワーク」の実践発表が、コミュニケーションや意欲の向上に有効な支援という内容で興味深く、法人内生活介護事業所でも、過去のアルバムを見ながら興味関心の高いできごとを整理するなど、今後の活動に生かせる内容でした。
　高齢の知的障がい者に必要となる支援は、食事・入浴・排泄・歩行等の身体面に加え、物忘れ、不安感、苛立ち、意欲低下等の精神面の変化への適切な対応が考えられます。施設整備等だけでなく専門的な支援技術を習得し、利用者にとってどのような支援がより有効か、高齢利用者支援委員会が中心となって整理をし、今後も取り組んでいきたいと思っています。

　（参考）　平均年齢（令和３年３月現在）　
ひまわり園　　　　　　　　４１．３歳　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　福岡ひまわりの里　　　　　５３．８歳
　　　　　　ひまわりパーク上牟田　　　４９．０歳
　　　　　　早良ひまわりハウス　　　　５５．０歳
